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運用報告書(全体版) 

グローバル・ボンド・ 
ベーシック(毎月決算型) 

 
 
 

  
 

第75期（決算日：2014年８月18日） 

第76期（決算日：2014年９月16日） 

第77期（決算日：2014年10月16日） 

第78期（決算日：2014年11月17日） 

第79期（決算日：2014年12月16日） 

第80期（決算日：2015年１月16日） 
 

  

受益者のみなさまへ 
 

 平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、お手持ちの「グローバル・ボンド・ベーシック

(毎月決算型)」は、去る１月16日に第80期の決算を行い

ましたので、法令に基づいて第75期～第80期の運用状況

をまとめてご報告申し上げます。 

 今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い申し

上げます。 

 

本資料の記載内容に関するお問い合わせ先 
営業企画推進部 
お客様専用フリーダイヤル

TEL.0120-151034
(9:00～17:00､土･日･祝日･12月31日～１月３日を除く)

お客様のお取引内容につきましては、お取り扱いの販売会社にお尋ねください。

 

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 

URL:http://www.am.mufg.jp/ 

260289  

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
 
商品分類 追加型投信／海外／債券 
信託期間 無期限(2008年３月14日設定) 

運用方針 

主として証券投資信託である先進国３地域債券
マザーファンドおよび円建ての外国投資信託で
あるピムコ ケイマン エマージング ローカル 
ボンド ファンド Ｊ（ＪＰＹ）の投資信託証券
への投資を通じて、日本を除く先進国３地域
（北米地域、欧州地域、アジア・オセアニア地
域）の国債等および新興国の現地通貨建て国債
等に投資を行います。各投資信託証券への配分
比率は、信託財産の純資産総額に対して、先進
国３地域債券マザーファンド：約75％程度、ピ
ムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド 
ファンド Ｊ（ＪＰＹ）：約25％程度の比率とす
ることを基本とし、適宜リバランスを行いま
す。実質的な組入外貨建資産については、原則
として為替ヘッジを行いません。 
投資信託証券への投資は高位を維持することを
基本とします。 
円建ての外国投資信託ピムコ ケイマン エマー
ジング ローカル ボンド ファンド Ｊ（ＪＰ
Ｙ）の投資信託証券への運用の指図に関する権
限は、ピムコジャパンリミテッドに委託しま
す。 

主要運用対象 

グローバル・ 
ボ ン ド ・ 
ベ ー シ ッ ク 

（毎月決算型） 

先進国３地域債券マザーファン
ド投資信託証券およびピムコ ケ
イマン エマージング ローカル 
ボンド ファンド Ｊ（ＪＰＹ）
投資信託証券を主要投資対象と
します。 

先 進 国 
３ 地 域 債 券 
マザーファンド 

日本を除く先進国３地域（北米
地域、欧州地域、アジア・オセ
アニア地域）の国債等を主要投
資対象とします。 

ピムコ ケイマン  
エ マ ー ジ ン グ  
ローカル ボンド  
フ ァ ン ド  Ｊ 

（ Ｊ Ｐ Ｙ ） 

新興国の現地通貨建ての国債、
政府保証債、政府機関債、国際
機関債等のソブリン債（州政府
債も含む）およびその派生商品
等を主要投資対象とします。 

主な組入制限 
投資信託証券への投資割合に制限を設けませ
ん。外貨建資産への直接投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価
益を含みます。）等の全額を分配対象額とし、
分配金額は、基準価額水準、市況動向等を勘案
して委託会社が決定するものとします。ただ
し、分配対象収益が少額の場合には分配を行わ
ないことがあります。 

 
※当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 

※公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」

の適用対象です。 

詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の
合計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券
先 物 比 率

投 資 信 託 
証券組入比率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
51期(2012年８月16日) 7,503 20 0.0 72.9 － 24.8 6,083
52期(2012年９月18日) 7,618 20 1.8 72.7 － 25.0 6,045
53期(2012年10月16日) 7,634 20 0.5 73.1 － 24.8 5,884
54期(2012年11月16日) 7,829 20 2.8 73.3 － 24.7 5,861
55期(2012年12月17日) 8,200 20 5.0 73.6 － 24.7 5,900
56期(2013年１月16日) 8,687 20 6.2 73.1 － 24.7 6,065
57期(2013年２月18日) 9,099 20 5.0 72.9 － 24.9 6,023
58期(2013年３月18日) 9,108 20 0.3 72.8 － 24.9 5,815
59期(2013年４月16日) 9,475 20 4.2 72.2 － 25.1 5,817
60期(2013年５月16日) 9,846 20 4.1 73.0 － 24.8 5,792
61期(2013年６月17日) 8,914 20 △9.3 73.0 － 24.5 5,024
62期(2013年７月16日) 9,065 20 1.9 73.0 － 24.9 5,028
63期(2013年８月16日) 8,811 20 △2.6 72.8 － 24.7 4,769
64期(2013年９月17日) 8,937 20 1.7 71.9 － 24.9 4,694
65期(2013年10月16日) 9,042 20 1.4 72.4 － 25.0 4,652
66期(2013年11月18日) 9,153 20 1.4 73.4 － 24.6 4,570
67期(2013年12月16日) 9,341 20 2.3 73.1 － 25.0 4,514
68期(2014年１月16日) 9,402 20 0.9 72.4 － 24.7 4,270
69期(2014年２月17日) 9,192 20 △2.0 71.6 － 24.9 4,087
70期(2014年３月17日) 9,259 20 0.9 72.7 － 24.7 4,051
71期(2014年４月16日) 9,464 20 2.4 71.9 － 24.7 4,041
72期(2014年５月16日) 9,511 20 0.7 72.8 － 24.9 3,996
73期(2014年６月16日) 9,547 20 0.6 72.9 － 24.9 3,930
74期(2014年７月16日) 9,564 20 0.4 73.0 － 24.9 3,849

75期(2014年８月18日) 9,633 20 0.9 72.8 － 24.7 3,835
76期(2014年９月16日) 9,794 20 1.9 72.6 － 24.8 3,667
77期(2014年10月16日) 9,713 20 △0.6 73.1 － 24.8 3,533
78期(2014年11月17日) 10,464 20 7.9 72.4 － 24.7 3,746
79期(2014年12月16日) 10,430 20 △0.1 73.2 － 23.6 3,646
80期(2015年１月16日) 10,323 20 △0.8 72.7 － 24.7 3,521
 
（注）当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については前営業日の基準価額を基に計算しております。 
（注）基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注）当ファンドは、日本を除く先進国３地域（北米地域、欧州地域、アジア・オセアニア地域）の国債等および新興国の現地通貨建て国

債等に投資を行うことで、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざすことを目標としておりますが、特定の指数を上回る
または連動をめざした運用を行っていないため、また、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は
ありません。 

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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○当作成期中の基準価額等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券

組 入 比 率
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託
証券組入比率 騰 落 率

第75期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2014年７月16日 9,564 － 73.0 － 24.9

７月末 9,637 0.8 72.9 － 24.7

(期  末)  

2014年８月18日 9,653 0.9 72.8 － 24.7

第76期 

(期  首)  

2014年８月18日 9,633 － 72.8 － 24.7

８月末 9,761 1.3 71.4 － 24.8

(期  末)  

2014年９月16日 9,814 1.9 72.6 － 24.8

第77期 

(期  首)  

2014年９月16日 9,794 － 72.6 － 24.8

９月末 9,858 0.7 72.8 － 24.7

(期  末)  

2014年10月16日 9,733 △0.6 73.1 － 24.8

第78期 

(期  首)  

2014年10月16日 9,713 － 73.1 － 24.8

10月末 9,935 2.3 72.1 － 24.9

(期  末)  

2014年11月17日 10,484 7.9 72.4 － 24.7

第79期 

(期  首)  

2014年11月17日 10,464 － 72.4 － 24.7

11月末 10,678 2.0 72.7 － 24.8

(期  末)  

2014年12月16日 10,450 △0.1 73.2 － 23.6

第80期 

(期  首)  

2014年12月16日 10,430 － 73.2 － 23.6

12月末 10,614 1.8 72.5 － 24.4

(期  末)  

2015年１月16日 10,343 △0.8 72.7 － 24.7
 
（注）当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については前営業日の基準価額を基に計算しております。 
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 
（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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グローバル・ボンド・ベーシック（毎月決算型） 

 
運用経過 

 
当作成期中の基準価額等の推移について （第75期～第80期：2014/７/17～2015/１/16）

 

基準価額の動き 
基準価額は当作成期首に比べ9.2％（分配金再投資ベース）の上昇となりま

した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、

ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 

・実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより

異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なるため、お客さまの損益の状況を示すものでは

ない点にご留意ください。 

 

基準価額の主な変動要因 
 

上昇要因 
先進国債券の上昇や、主として円安・ドル高が進行したことが基準価額の上昇

要因となりました。 

第75期首 ： 9,564円  

第80期末 ： 10,323円  

（既払分配金 120円 ）

騰落率 ： 9.2％  

（分配金再投資ベース）
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グローバル・ボンド・ベーシック（毎月決算型） 

 
投資環境について （第75期～第80期：2014/７/17～2015/１/16）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）現地日付ベースで記載しております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）現地日付ベースで記載しております。 

（注）ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ダイバーシファイ

ドとは、Ｊ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エルエル

シーが算出し公表している指数で、現地通貨建てのエマー

ジング債市場の代表的なインデックスです。現地通貨建て

のエマージング債のうち、投資規制の有無や発行規模等を

考慮して選ばれた銘柄により構成されています。当指数の

著作権はＪ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エルエル

シーに帰属しております。 

  
◎先進国債券市況 
・先進国の長期金利は低下（債券価格は上
昇）しました。米国では、原油価格下落
に伴い世界経済の先行き不透明感が高ま
ったことや先進国のインフレ期待の低下
などから長期金利は低下しました。欧州
では、ドラギＥＣＢ（欧州中央銀行）総
裁が必要に応じて国債購入も含め追加緩
和を行う用意があると発言したことなど
から長期金利はイタリアやスペインなど
の欧州周辺国も含め低下し、ドイツの長
期金利は過去最低水準を更新しました。
なお、ＥＣＢは2014年９月の理事会で政
策金利を0.1％引き下げ、0.05％としまし
た。また豪州では、鉄鉱石をはじめとす
る商品市況の一段の下落や、ロウＲＢＡ

（豪州連邦準備銀行）副総裁が必要なら追
加利下げを行う可能性を示唆したことな
どから長期金利は低下しました。 

 
 
 
◎新興国債券市況 
・当作成期中、原油価格の大幅な下落が新
興国のインフレ低下につながるとの期待
が高まったことなどが現地通貨建ての新
興国債券市況にとってプラス材料となっ
たものの、ロシア中央銀行による異例の
大幅利上げを受けてロシア債券市況が大
きく下落したことがマイナス材料となっ
たほか、新興国通貨が対ドルで大きく下
落したこともあり、ドル建ての新興国債
券市況は下落しました。 

・結果的に、新興国債券の代表的な指数で
あるＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバ
ル・ダイバーシファイド（ドルベース）
は、当作成期首に比べ、10.6％下落しま
した。 
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グローバル・ボンド・ベーシック（毎月決算型） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
◎先進国為替市況 
・米ドルは円に対して上昇（円安）した一
方、ユーロは円に対して下落しました。
また豪ドルは円に対してほぼ横ばいでし
た。2014年10月末の日銀による「量的・
質的金融緩和」の拡大などを受けて、円
が主要通貨に対して売られる展開となり
ました。その後、米ドルは2014年12月の
ＦＯＭＣ（米連邦公開市場委員会）で
2015年の利上げ観測が高まったことなど
から円に対して上昇して終えました。ユ
ーロはドラギ総裁の追加緩和実施を示唆
する発言などから大きく下落し、円に対
して下落して終えました。豪ドルは豪州
における利下げ観測の高まりを背景に下
落し、円に対してほぼ横ばいで終えまし
た。 

 
 
 
◎新興国為替市況 
・新興国為替市況は、日銀が追加的な金融
緩和策を発表したことなどから一時対円
で大きく上昇したものの、原油価格が大
きく下落する中、産油国を中心に経済へ
の影響が懸念されたことなどから、当作
成期を通じてみると対円で下落しまし
た。通貨別でみると、タイバーツやフィ
リピンペソ、インドネシアルピアが堅調
だった一方、ロシアルーブルやコロンビ
アペソが軟調でした。 
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グローバル・ボンド・ベーシック（毎月決算型） 

 
当該投資信託のポートフォリオについて
  
＜グローバル・ボンド・ベーシック（毎月決算型）＞ 
資産配分は、ファンドの基本投資割合に準じて運用を行いました。主として先進国債券市況が好
調であったことや円安・ドル高が進行したことから、基準価額は上昇しました。 
基準価額の主な変動要因の内訳は以下の通りです。 

（内訳） 
先進国３地域債券マザーファンド 9.3％程度 
ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ （ＪＰＹ） 0.6％程度 
その他（信託報酬等） △0.7％程度 
 
 
 
＜先進国３地域債券マザーファンド＞ 
基準価額は当作成期首に比べ12.6％の上昇となりました。 
 
◎組入比率 
・当作成期を通じて、債券現物の高位組み入れを維持しました。 
◎通貨（地域）配分 
・各地域の各国投資比率については、投資通貨をベースに、シティ世界国債インデックス（ニュ
ージーランド含む、ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ダイバーシファイド採用国および
日本を除く）（以下、インデックス）の各国の時価総額比率を参考としています。 

・当作成期においては、米国の金融正常化に対する慎重なスタンスから米ドル（当作成期初から
2014年７月末）、インフレ圧力の緩和やコモディティ価格下落による景況感の悪化等からニュ
ージーランドドル（７月中旬から８月下旬）や豪ドル（８月上旬から８月下旬）をインデック
ス対比少なめ、債券による相対的に高いリターンが見込めるユーロ（当作成期初から７月下
旬）、早期の金融正常化が見込まれる英ポンド（７月中旬から８月下旬）を同多めでコントロ
ールしました。その後、11月中旬に金融政策の方向性等から米ドルをインデックス対比多め、
インフレ期待の低下と相まって利下げを織り込むことが見込まれる豪ドルに同少なめにしまし
た。デンマーククローネについては、当作成期を通じて非保有としました。その他通貨につい
ては、インデックス対比概ね中立近辺でコントロールしました。当作成期末時点では、米ドル
をインデックス対比多め、豪ドルを同少なめとしています。 

◎デュレーション（平均回収期間や金利感応度） 
・ファンドのデュレーションについては、インデックスの数値を参考としています。米国・ユー
ロ・豪州・ニュージーランドについては、先進国全般でインフレ期待が低下していくことを想
定し、長めを基本に機動的にコントロールしました。その他通貨のデュレーションについて
は、インデックス対比概ね中立近辺でコントロールしました。当作成期末時点では、米国・ユ
ーロ・豪州・ニュージーランドをインデックス対比長めとしています。 

◎債券種別 
・国債のみの組み入れとしました。 
 
当作成期は、組入債券の価格が上昇したことなどが基準価額の上昇に寄与しました。 
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グローバル・ボンド・ベーシック（毎月決算型） 

＜ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ （ＪＰＹ）＞ 
基準価額は当作成期首に比べ2.2％（分配金再投資ベース）の上昇となりました。 
 
当ファンドは新興国の国債などに投資し、安定した収益の確保をめざした運用を行って参りまし
た。主な投資行動として、地政学的リスク、現地通貨建て市場における資本逃避への懸念からロ
シアを消極姿勢とし、不安定な政治情勢への懸念からタイを消極姿勢としました。当作成期中、
新興国通貨が対円で下落したことなどがマイナスに影響したものの、現地通貨建ての新興国債券
市況の上昇がマイナス要因を上回ったことで、基準価額は当作成期首に比べ2.2％（分配金再投
資ベース）の上昇となりました。 
 
◎ベンチマークとの比較 
・基準価額は、ベンチマークであるＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ダイバーシファイド
（円ベース）に比べ、0.5％のアンダーパフォーム（運用成果が下回る）となりました。主な要
因は以下の通りです。 

（プラス要因） 
・相対的にパフォーマンスが不調だったロシアに対する消極姿勢などがプラスに寄与しました。

（マイナス要因） 
・相対的にパフォーマンスが良好だったタイに対する消極姿勢などがマイナスに影響しました。
 
当作成期を通じてみると、マイナス要因がプラス要因を上回ったため、基準価額はベンチマーク
をアンダーパフォームしました。 
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グローバル・ボンド・ベーシック（毎月決算型） 

 
当該投資信託のベンチマークとの差異について 

  
・当ファンドは、日本を除く先進国３地域（北米地域、欧州地域、アジア・オセアニア地域）の
国債等および新興国の現地通貨建て国債等に投資を行うことで、安定した収益の確保と信託財
産の着実な成長をめざすことを目標としておりますが、特定の指数を上回るまたは連動をめざ
した運用を行っていないため、また、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマー
クおよび参考指数はありません。 

・従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。 
 
 

分配金について 
  
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 
 
 

【分配原資の内訳】  
 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

第75期 第76期 第77期 第78期 第79期 第80期 
項 目 2014年７月17日～ 

2014年８月18日 
2014年８月19日～
2014年９月16日

2014年９月17日～
2014年10月16日

2014年10月17日～
2014年11月17日

2014年11月18日～ 
2014年12月16日 

2014年12月17日～
2015年１月16日

当期分配金 20  20 20 20 20  20 

(対基準価額比率) 0.207％ 0.204％ 0.205％ 0.191％ 0.191％ 0.193％

 当期の収益 20  20 20 20 20  20 

 当期の収益以外 －  － － － －  － 

翌期繰越分配対象額 835  852 861 1,264 1,273  1,282 
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

今後の運用方針 
  
＜グローバル・ボンド・ベーシック（毎月決算型）＞ 
資産配分方針は、従前通り基本投資割合を維持します。また、各資産の組入比率は、作成期を通
じて同割合に準ずるよう調整を行います。 
 
 
 
＜先進国３地域債券マザーファンド＞ 
◇運用環境の見通し 

（先進国債券市場） 
・米国では、雇用の改善基調が続く中、ガソリン価格の低下などを受けて家計のセンチメントは
高い水準が維持される見込みから、個人消費中心に経済全体は当面底堅く推移するものと考え
ます。一方で、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）の注目する賃金動向などのデータは緩慢な伸
びにとどまっていることや足下のインフレ期待の低下から、利上げ開始時期の見通しに関して
は不透明感が残り、金利上昇の抑制要因となると考えます。 
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グローバル・ボンド・ベーシック（毎月決算型） 

・欧州では、ＥＣＢは景気や物価の下振れリスクに対応して、追加的な金融緩和のパッケージに
ついて検討するものと思われます。 

・豪州では、雇用環境の先行きに不透明感が強いことや鉄鉱石などの商品価格の下落などから、
ＲＢＡは現行の緩和的な金融政策を当面維持するものと考えます。 

・日本では、設備投資は緩やかに増加し、雇用環境も改善を続けるものの、輸出や生産が伸び悩
んでいることや個人消費の回復が遅れていることなどから、本邦景気は緩やかな改善にとどま
るものと思われます。また、「物価安定の目標」の実現に向けて日銀は、引き続き強力な金融
緩和姿勢をもって足下の原油価格などの下落を受けた物価上昇率の低下に対処するものと思わ
れます。 

 
（為替市場） 
・為替市場では、米国の利上げ開始時期を巡る思惑やＥＣＢによる追加金融緩和など波乱材料は
ありますが、デフレ脱却に向けた日本当局の関与の強さから円相場は下落期待が維持されそう
です。一方、各国の成長期待が高まらない場合には円は主要通貨に対してレンジ内の動きとな
る展開も考えられます。 

 
◇今後の運用方針 
◎組入比率 
・安定した利子収益の確保をめざし、引き続き高位組み入れを継続する方針です。 
◎通貨（地域）配分 
・主要先進国間の経済状況や金融政策の方向性を重視し、環境見通しの変化に対応して機動的に
調整を行う方針です。 

◎デュレーションコントロールなどの金利戦略 
・主要先進国の金融政策や物価動向に注意を払い、長期金利へ与える影響を考慮し、それぞれの
通貨（地域）のデュレーションを操作します。また、欧州では各国の財政状況や政策対応など
を重視した国の選択や銘柄選別に注力します。 

◎種別構成 
・各地域ともに国債を中心とした組み入れを継続する方針です。 
 
 
 
＜ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンドＪ（ＪＰＹ）＞ 
◇運用環境の見通し 

（新興国債券市場） 
・足下では原油価格の下落が続く中で、エマージング債券市場においては、変動性の高い相場展
開が続いています。今後も短期的な投資資金の動向に注意する必要があるものの、エマージン
グ債券への投資を考える上で重要なエマージング諸国の支払能力については、先進国対比で財
政が健全な状態であることや、相対的に高い経済成長が中長期的に継続するものと考えられる
ことなどから、エマージング諸国への投資は依然として魅力的であると考えます。 

 
◇今後の運用方針 
・前記のような見通しは必ずしもすべてのエマージング諸国に当てはまるとは考えず、国毎に選
別色が強まると予想されることから、各国の財政状況や対外収支状況などファンダメンタルズ
の分析に主軸を置いた投資対象国の選別が今後一層重要になると考えます。具体的には、ファ
ンダメンタルズが相対的に底堅くかつ魅力的な金利水準を有するブラジルなどに対して積極姿
勢とします。一方、ファンダメンタルズが脆弱で、かつ対外資金への依存度が高いハンガリー
などに対しては、外部環境からの影響を受けやすい点も考慮し、消極姿勢とします。 
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○１万口当たりの費用明細 (2014年７月17日～2015年１月16日) 

項 目 
第75期～第80期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 66  0.653 (a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (30)  (0.300) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等
の作成等の対価(再委託先の報酬を含みます。) 

 （ 販 売 会 社 ） (33)  (0.326) 分配金・償還金・換金代金支払等の事務手続き、交付運用報告書等の送付､購
入後の説明・情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.027) 投資信託財産の保管・管理､運用指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 2   0.022  (b)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 2)  (0.020) 外国での資産の保管等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.001) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 68   0.675   

作成期中の平均基準価額は、10,080円です。  

 
（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

した結果です。 
（注）消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2014年７月17日～2015年１月16日) 

 

 

銘 柄 

第75期～第80期 

買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円 
ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ (JPY) 5 44,401 13 117,000 

 
（注）金額は受渡代金。 

投資信託証券 
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銘 柄 

第75期～第80期 

設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
先進国３地域債券マザーファンド 7,205 10,000 410,911 581,000
 
 

 

○利害関係人との取引状況等 (2014年７月17日～2015年１月16日) 

 

＜グローバル・ボンド・ベーシック(毎月決算型)＞ 

 該当事項はございません。 
 

＜先進国３地域債券マザーファンド＞ 

区       分 

第75期～第80期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替直物取引 500 5 1.0 1,067 198 18.6

   

平均保有割合 100.0%   
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
東京ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2015年１月16日現在) 

 

銘 柄 
第74期末 第80期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％
ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ (JPY) 113 104 868,590 24.7

合 計 113 104 868,590 24.7
 
（注）比率はグローバル・ボンド・ベーシック(毎月決算型)の純資産総額に対する比率。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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銘 柄 
第74期末 第80期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

先進国３地域債券マザーファンド 2,181,208 1,777,502 2,645,634
 
 

マザーファンドの組入資産の明細につきましては、マザーファンド頁をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2015年１月16日現在) 

項 目 
第80期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

投資信託受益証券 868,590 24.5

先進国３地域債券マザーファンド 2,645,634 74.8

コール・ローン等、その他 24,231 0.7

投資信託財産総額 3,538,455 100.0
 
（注）先進国３地域債券マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（2,646,993千円）の投資信託財産総額（2,776,915千円）

に対する比率は95.3%です。 
（注）外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換

算レートは以下の通りです。 
 
１アメリカドル=116.44円 １カナダドル=97.20円 １ユーロ=135.35円 １イギリスポンド=176.66円

１スイスフラン=136.35円 １スウェーデンクローネ=14.34円 １ノルウェークローネ=15.32円 １オーストラリアドル=95.80円

１ニュージーランドドル=91.00円 １シンガポールドル=87.81円   

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第75期末 第76期末 第77期末 第78期末 第79期末 第80期末 

2014年８月18日現在 2014年９月16日現在 2014年10月16日現在 2014年11月17日現在 2014年12月16日現在 2015年１月16日現在

  円 円 円 円 円 円

(A) 資産 3,863,439,134   3,875,466,780  3,551,863,463  3,765,451,097  3,670,257,663   3,538,455,889  

 コール・ローン等 13,945,418   15,166,729  13,389,190  12,242,645  18,356,571   11,230,776  

 投資信託受益証券(評価額) 946,678,001   907,873,369  875,360,664  923,827,648  862,190,867   868,590,562  

 先進国３地域債券マザーファンド(評価額) 2,878,815,695   2,752,426,661  2,650,113,592  2,813,380,787  2,777,710,200   2,645,634,533  

 未収入金 24,000,000   200,000,000  13,000,000  16,000,000  12,000,000   13,000,000  

 未収利息 20   21  17  17  25   18  

(B) 負債 27,972,006   207,981,125  18,746,593  18,749,333  23,333,028   16,976,083  

 未払金 －   －  1,000,000  －  －   －  

 未払収益分配金 7,963,232   7,488,885  7,275,365  7,161,322  6,993,320   6,822,638  

 未払解約金 15,488,802   196,495,003  6,597,148  7,458,581  12,467,327   6,157,570  

 未払信託報酬 4,504,217   3,983,305  3,860,582  4,115,039  3,858,885   3,981,946  

 その他未払費用 15,755   13,932  13,498  14,391  13,496   13,929  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,835,467,128   3,667,485,655  3,533,116,870  3,746,701,764  3,646,924,635   3,521,479,806  

 元本 3,981,616,069   3,744,442,600  3,637,682,533  3,580,661,458  3,496,660,159   3,411,319,003  

 次期繰越損益金 △  146,148,941   △   76,956,945  △  104,565,663  166,040,306  150,264,476   110,160,803  

(D) 受益権総口数 3,981,616,069口 3,744,442,600口 3,637,682,533口 3,580,661,458口 3,496,660,159口 3,411,319,003口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,633円 9,794円 9,713円 10,464円 10,430円 10,323円
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○損益の状況 

項 目 
第75期 第76期 第77期 第78期 第79期 第80期 

2014年７月17日～ 
2014年８月18日 

2014年８月19日～
2014年９月16日

2014年９月17日～
2014年10月16日

2014年10月17日～
2014年11月17日

2014年11月18日～ 
2014年12月16日 

2014年12月17日～
2015年１月16日

  円 円 円 円 円 円
(A) 配当等収益 6,717,686   6,695,545  6,527,827  6,493,897  6,500,343   6,236,742  

 受取配当金 6,717,059   6,694,965  6,526,759  6,493,264  6,499,591   6,235,948  
 受取利息 627   580  1,068  633  752   794  

(B) 有価証券売買損益 33,030,785   65,233,987  △ 25,195,383  273,511,915  △  7,550,780   △ 31,874,764  
 売買益 40,786,456   69,862,903  2,806,304  276,242,153  43,684,491   903,742  

 売買損 △  7,755,671   △  4,628,916  △ 28,001,687  △  2,730,238  △ 51,235,271   △ 32,778,506  
(C) 信託報酬等 △  4,519,972   △  3,997,237  △  3,874,080  △  4,129,430  △  3,872,381   △  3,995,875  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 35,228,499   67,932,295  △ 22,541,636  275,876,382  △  4,922,818   △ 29,633,897  
(E) 前期繰越損益金 136,677,648   154,006,931  208,110,317  174,837,452  432,801,909   410,178,923  

(F) 追加信託差損益金 △310,091,856   △291,407,286  △282,858,979  △277,512,206  △270,621,295   △263,561,585  
 (配当等相当額) (    8,226,413)  (    8,079,969) (    8,182,209) (    9,190,333) (    9,334,210)  (    9,560,155) 

 (売買損益相当額) (△318,318,269)  (△299,487,255) (△291,041,188) (△286,702,539) (△279,955,505)  (△273,121,740) 
(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △138,185,709   △ 69,468,060  △ 97,290,298  173,201,628  157,257,796   116,983,441  

(H) 収益分配金 △  7,963,232   △  7,488,885  △  7,275,365  △  7,161,322  △  6,993,320   △  6,822,638  
 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △146,148,941   △ 76,956,945  △104,565,663  166,040,306  150,264,476   110,160,803  

 追加信託差損益金 △310,091,856   △291,407,286  △282,858,979  △277,512,206  △270,621,295   △263,561,585  
 (配当等相当額) (    8,232,348)  (    8,084,811) (    8,186,593) (    9,205,339) (    9,337,298)  (    9,564,233) 

 (売買損益相当額) (△318,324,204)  (△299,492,097) (△291,045,572) (△286,717,545) (△279,958,593)  (△273,125,818) 
 分配準備積立金 324,437,684   311,068,909  305,220,042  443,552,512  436,062,399   427,916,778  

 繰越損益金 △160,494,769   △ 96,618,568  △126,926,726  －  △ 15,176,628   △ 54,194,390  
 
（注）(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 
（注）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 
①作成期首（前作成期末）元本額 4,025,025,710円
 作成期中追加設定元本額 33,530,437円
 作成期中一部解約元本額 647,237,144円
②分配金の計算過程 
 

 第75期 第76期 第77期 第78期 第79期 第80期 

費用控除後の配当等収益額 A 14,464,407円 13,783,102円 10,622,962円 14,657,076円 10,253,810円 9,769,940円

費用控除後・繰越欠損金補填後の 

有価証券売買等損益額 
B －円 －円 －円 136,752,805円 －円 －円

収益調整金額 C 8,232,348円 8,084,811円 8,186,593円 9,205,339円 9,337,298円 9,564,233円

分配準備積立金額 D 317,936,509円 304,774,692円 301,872,445円 299,303,953円 432,801,909円 424,969,476円

当ファンドの分配対象収益額 E=A+B+C+D 340,633,264円 326,642,605円 320,682,000円 459,919,173円 452,393,017円 444,303,649円

当ファンドの期末残存口数 F 3,981,616,069口 3,744,442,600口 3,637,682,533口 3,580,661,458口 3,496,660,159口 3,411,319,003口

１万口当たり収益分配対象額 G=E/F*10,000 855円 872円 881円 1,284円 1,293円 1,302円

１万口当たり分配金額 H 20円 20円 20円 20円 20円 20円

収益分配金金額 I=F*H/10,000 7,963,232円 7,488,885円 7,275,365円 7,161,322円 6,993,320円 6,822,638円
 
③信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、円建ての外国投資信託であるピ

ムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ（ＪＰＹ）の投資信託証券の時価総額に対し年10,000分の60
以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁しております。 
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○分配金のお知らせ  

 第75期 第76期 第77期 第78期 第79期 第80期 

１万口当たり分配金（税込み） 20円 20円 20円 20円 20円 20円
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 
◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。
◆課税上の取り扱い 
・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻
金（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、
下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額
が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復
興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択すること
もできます。 

 
※法人受益者に対する課税は異なります。 
※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 
※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 
※2014年１月１日より、少額投資非課税制度「愛称：ＮＩＳＡ（ニーサ）」がご利用になれます。ＮＩＳＡをご利用の場合、毎年、年間100

万円の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所得が５年間非課税となります。 
 
＊三菱ＵＦＪ投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社にお問
い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 

[ お 知 ら せ ] 
①書面決議を行う場合の受益者数要件の撤廃を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
②併合手続要件の緩和を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
③買取請求の一部適用除外を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
④運用報告書の二段階化について信託約款に記載し、所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
⑤2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興
特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））
の税率が適用されます。 
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先進国３地域債券マザーファンド 

 
《第７期》決算日2015年１月16日 

［計算期間：2014年１月17日～2015年１月16日］ 

「先進国３地域債券マザーファンド」は、１月16日に第７期の決算を行いました。 
以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第７期の運用状況をご報告申し上げます。 

 

運 用 方 針 

主として、日本を除く先進国３地域（北米地域、欧州地域、アジア・オセアニア
地域）の国債、政府保証債、政府機関債、国際機関債、州政府債に分散投資しま
す。各地域（債券の発行通貨に応じて分類するものとします。）への投資比率は均
等とすることを基本としますが、市況見通し等に応じて±10％の範囲内で変動さ
せることがあります。組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行い
ません。 

主 要 運 用 対 象 
日本を除く先進国３地域（北米地域、欧州地域、アジア・オセアニア地域）の国
債等を主要投資対象とします。 

主 な 組 入 制 限 外貨建資産への投資割合に制限を設けません。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額 

期 中
騰 落 率

 円 ％ ％ ％ 百万円

３期(2011年１月17日) 9,023 △ 4.0 95.8 － 8,567

４期(2012年１月16日) 8,937 △ 1.0 94.6 － 5,253

５期(2013年１月16日) 11,069 23.9 97.3 － 4,556

６期(2014年１月16日) 12,779 15.4 96.4 － 3,207

７期(2015年１月16日) 14,884 16.5 96.8 － 2,645
 
（注）当ファンドは、日本を除く先進国３地域（北米地域、欧州地域、アジア・オセアニア地域）の国債等を主要投資対象とし、安定した

収益の確保と信託財産の着実な成長をめざすことを目標としておりますが、特定の指数を上回るまたは連動をめざした運用を行って
いないため、また､値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。 

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

  

290390 
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○当期中の基準価額等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％

2014年１月16日 12,779 － 96.4 －

１月末 12,613 △ 1.3 96.8 －

２月末 12,716 △ 0.5 95.9 －

３月末 13,004 1.8 97.6 －

４月末 13,096 2.5 96.5 －

５月末 13,092 2.4 97.3 －

６月末 13,196 3.3 96.3 －

７月末 13,335 4.4 97.0 －

８月末 13,589 6.3 95.2 －

９月末 13,834 8.3 96.9 －

10月末 13,964 9.3 96.3 －

11月末 15,108 18.2 97.0 －

12月末 15,283 19.6 96.1 －

(期  末)  

2015年１月16日 14,884 16.5 96.8 －
 
（注）騰落率は期首比。 
（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○運用経過 
●当期中の基準価額等の推移について 
●基準価額の動き 
 基準価額は期首に比べ16.5％の上昇となりま
した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●投資環境について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注）現地日付ベースで掲載しております。 

 
◎債券市況 
 先進国の長期金利は低下（債券価格は上昇）
しました。米国では、世界経済の先行き不透明
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感が高まったことや先進国のインフレ期待の低
下などから長期金利は低下しました。欧州では、
ＥＣＢ（欧州中央銀行）が2014年６月と９月に
0.1％ずつ利下げを行い、ドラギＥＣＢ総裁が必
要に応じて追加緩和を行う用意があると発言し
たことなどから長期金利はイタリアやスペイン
などの欧州周辺国も含め低下し、ドイツの長期
金利は過去最低水準を更新しました。また豪州
では、鉄鉱石をはじめとする商品市況の一段の
下落や、ロウＲＢＡ（豪州連邦準備銀行）副総
裁が必要なら追加利下げを行う可能性を示唆し
たことなどから長期金利は低下しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎為替市況 
 米ドルや豪ドルは円に対して上昇（円安）し
た一方、ユーロは円に対して下落しました。2014
年前半は主要通貨は対円でもみ合う展開が続き
ましたが、10月末の日銀による「量的・質的金
融緩和」の拡大などを受けて、円が主要通貨に
対して売られる展開となりました。その後、米
ドルは12月のＦＯＭＣ（米連邦公開市場委員会）
で2015年の利上げ観測が高まったことなどから
円に対して上昇して終えました。ユーロはドラ
ギ総裁の追加緩和実施を示唆する発言などから
大きく下落し、円に対して下落して終えました。
豪ドルは豪州における利下げ観測の高まりを背
景に下落したものの、円に対して上昇して終え
ました。 

●当該投資信託のポートフォリオについて 
◎組入比率 
 当期を通じて、債券現物の高位組み入れを維
持しました。 
 
◎通貨（地域）配分 
・各地域の各国投資比率については、投資通貨
をベースに、シティ世界国債インデックス（ニ
ュージーランド含む、ＪＰモルガンＧＢＩ－
ＥＭグローバル・ダイバーシファイド採用国
および日本を除く）（以下、インデックス）の
各国の時価総額比率を参考としています。 

・当期においては、債券による相対的に高いリ
ターンが見込めるユーロ・早期の金融正常化
が見込まれる英ポンドをインデックス対比中
立から多めでコントロールしました。一方で、
インフレ期待の低下と相まって利下げを織り
込むことが見込まれる豪ドル・カナダドル・
インフレ圧力の緩和やコモディティ価格下落
による景況感の悪化等からニュージーランド
ドルを、インデックス対比中立から少なめで
コントロールしました。米ドルについては、
米国の金融正常化に対する慎重なスタンスか
ら2014年７月上旬から下旬までインデックス
対比少なめにしましたが、それ以外の期間は
中立から多めの範囲でコントロールしました。
デンマーククローネについては、当期を通じ
て非保有としました。その他通貨については、
インデックス対比概ね中立近辺でコントロー
ルしました。期末時点では、米ドルをインデ
ックス対比多め、豪ドルを同少なめとしてい
ます。 

 
◎デュレーション（平均回収期間や金利感応
度） 

・ファンドのデュレーションについては、イン
デックスの数値を参考としています。米国・
ユーロ・豪州については、先進国全般でイン
フレ期待が低下していくことを想定し、長め
を基本に機動的にコントロールしました。ニ
ュージーランドについては、2014年７月下旬
以降長めを基本にコントロールしました。そ
の他通貨のデュレーションについては、イン
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デックス対比概ね中立近辺でコントロールし
ました。期末時点では、米国・ユーロ・豪州・
ニュージーランドをインデックス対比長めと
しています。 

 
◎債券種別 
・国債のみの組み入れとしました。 
 
 当期は、組入債券の価格が上昇したことなど
が基準価額の上昇に寄与しました。 
 
●今後の運用方針 
◎運用環境の見通し 
（先進国債券市場） 
・米国では、雇用の改善基調が続く中、ガソリ
ン価格の低下などを受けて家計のセンチメン
トは高い水準が維持される見込みから、個人
消費中心に経済全体は当面底堅く推移するも
のと考えます。一方で、ＦＲＢ（米連邦準備
制度理事会）の注目する賃金動向などのデー
タは緩慢な伸びにとどまっていることや足下
のインフレ期待の低下から、利上げ開始時期
の見通しに関しては不透明感が残り、金利上
昇の抑制要因となると考えます。 

・欧州では、ＥＣＢは景気や物価の下振れリス
クに対応して、追加的な金融緩和のパッケー
ジについて検討するものと思われます。 

・豪州では、雇用環境の先行きに不透明感が強
いことや鉄鉱石などの商品価格の下落などか
ら、ＲＢＡは現行の緩和的な金融政策を当面
維持するものと考えます。 

・日本では、設備投資は緩やかに増加し、雇用
環境も改善を続けるものの、輸出や生産が伸
び悩んでいることや個人消費の回復が遅れて
いることなどから、本邦景気は緩やかな改善

にとどまるものと思われます。また、「物価安
定の目標」の実現に向けて日銀は、引き続き
強力な金融緩和姿勢をもって足下の原油価格
などの下落を受けた物価上昇率の低下に対処
するものと思われます。 

（為替市場） 
・為替市場では、米国の利上げ開始時期を巡る
思惑やＥＣＢによる追加金融緩和など波乱材
料はありますが、デフレ脱却に向けた日本当
局の関与の強さから円相場は下落期待が維持
されそうです。一方、各国の成長期待が高ま
らない場合には円は主要通貨に対してレンジ
内の動きとなる展開も考えられます。 

 
◎今後の運用方針 
組入比率 
・安定した利子収益の確保をめざし、引き続き
高位組み入れを継続する方針です。 

 
通貨（地域）配分 
・主要先進国間の経済状況や金融政策の方向性
を重視し、環境見通しの変化に対応して機動
的に調整を行う方針です。 

 
デュレーションコントロールなどの金利戦略 
・主要先進国の金融政策や物価動向に注意を払
い、長期金利へ与える影響を考慮し、それぞ
れの通貨（地域）のデュレーションを操作し
ます。また、欧州では各国の財政状況や政策
対応などを重視した国の選択や銘柄選別に注
力します。 

 
種別構成 
・各地域ともに国債を中心とした組み入れを継
続する方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2014年１月17日～2015年１月16日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） そ の 他 費 用 7  0.052 (a)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (7)  (0.051) 外国での資産の保管等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (0)  (0.001) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 7   0.052   

期中の平均基準価額は、13,569円です。  

 
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を各期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2014年１月17日～2015年１月16日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

外 

国 

  千アメリカドル 千アメリカドル 
アメリカ 国債証券 13,934 15,278 

  千カナダドル 千カナダドル 
カナダ 国債証券 1,162 1,408 

ユーロ  千ユーロ 千ユーロ 

 ドイツ 国債証券 1,715 1,699 

 イタリア 国債証券 4,387 5,417 

 フランス 国債証券 1,690 2,646 

 オランダ 国債証券 43 116 

 スペイン 国債証券 2,517 3,155 

 ベルギー 国債証券 － 244 

 アイルランド 国債証券 1,142 120 

  千イギリスポンド 千イギリスポンド 
イギリス 国債証券 786 1,052 

  千スウェーデンクローネ 千スウェーデンクローネ 
スウェーデン 国債証券 － 356 

  千ノルウェークローネ 千ノルウェークローネ 
ノルウェー 国債証券 124 111 

  千オーストラリアドル 千オーストラリアドル 
オーストラリア 国債証券 7,397 9,943 

  千ニュージーランドドル 千ニュージーランドドル 
ニュージーランド 国債証券 951 1,741 

  千シンガポールドル 千シンガポールドル 
シンガポール 国債証券 － 730 

 
（注）金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

 

○利害関係人との取引状況等 (2014年１月17日～2015年１月16日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替直物取引 1,028 5 0.5 2,020 408 20.2

 
 

 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
東京ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

公社債 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2015年１月16日現在) 

 

(Ａ)外国(外貨建)公社債 種類別開示 

区    分 

当 期 末 

額面金額 
評  価  額 

組入比率
うちBB格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

 千アメリカドル 千アメリカドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％

アメリカ 7,670 8,275 963,600 36.4 － 20.3 4.4 11.7

 千カナダドル 千カナダドル   

カナダ 450 481 46,833 1.8 － 1.4 0.4 －

ユーロ 千ユーロ 千ユーロ   

 ドイツ 150 198 26,876 1.0 － 1.0 － －

 イタリア 1,250 1,605 217,251 8.2 － 8.2 － －

 フランス 160 223 30,278 1.1 － 1.1 － －

 オランダ 40 45 6,214 0.2 － 0.2 － －

 スペイン 1,210 1,583 214,334 8.1 － 7.0 1.1 －

 ベルギー 160 221 30,025 1.1 － 1.1 － －

 アイルランド 900 1,056 143,052 5.4 － 5.4 － －

 千イギリスポンド 千イギリスポンド   

イギリス 660 758 133,928 5.1 － 3.1 1.9 －

 千スウェーデンクローネ 千スウェーデンクローネ   

スウェーデン 600 749 10,744 0.4 － 0.2 0.2 －

 千ノルウェークローネ 千ノルウェークローネ   

ノルウェー 230 252 3,874 0.1 － 0.1 － －

 千オーストラリアドル 千オーストラリアドル   

オーストラリア 4,700 5,166 494,905 18.7 － 16.9 － 1.8

 千ニュージーランドドル 千ニュージーランドドル   

ニュージーランド 1,000 1,138 103,629 3.9 － 3.7 0.2 －

 千シンガポールドル 千シンガポールドル   

シンガポール 1,450 1,550 136,169 5.1 － 3.2 0.3 1.6

合 計 － － 2,561,718 96.8 － 73.2 8.6 15.1
 
（注）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
（注）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

外国公社債 
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(Ｂ)外国(外貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘         柄 

当 期 末 

利  率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日
外貨建金額 邦貨換算金額 

アメリカ ％ 千アメリカドル 千アメリカドル 千円  

  国債証券 1.25 T-NOTE 181130 1.25 1,000 1,008 117,386 2018/11/30

   1.625 T-NOTE 220815 1.625 800 801 93,370 2022/８/15

   2.125 T-NOTE 210815 2.125 1,330 1,381 160,817 2021/８/15

   2.5 T-NOTE 230815 2.5 700 745 86,786 2023/８/15

   3 T-NOTE 160930 3.0 1,100 1,148 133,787 2016/９/30

   3.125 T-BOND 420215 3.125 450 517 60,204 2042/２/15

   3.875 T-BOND 400815 3.875 100 129 15,080 2040/８/15

   4.5 T-BOND 360215 4.5 390 547 63,718 2036/２/15

   4.5 T-NOTE 151115 4.5 1,450 1,502 174,905 2015/11/15

   5.25 T-BOND 281115 5.25 50 69 8,094 2028/11/15

   6 T-BOND 260215 6.0 300 424 49,447 2026/２/15

小 計 963,600  

カナダ 千カナダドル 千カナダドル   

  国債証券 1.25 CAN GOVT 180301 1.25 100 101 9,821 2018/３/１

   2.5 CAN GOVT 240601 2.5 350 380 37,012 2024/６/１

小 計 46,833  

ユーロ 千ユーロ 千ユーロ   

 ドイツ 国債証券 2 BUND 230815 2.0 100 114 15,513 2023/８/15

   4.75 BUND 340704 4.75 50 83 11,362 2034/７/４

 イタリア 国債証券 4.5 ITALY GOVT 260301 4.5 450 563 76,225 2026/３/１

   5 ITALY GOVT 400901 5.0 250 331 44,846 2040/９/１

   5.5 ITALY GOVT 221101 5.5 550 710 96,179 2022/11/１

 フランス 国債証券 2.5 O.A.T 300525 2.5 30 35 4,829 2030/５/25

   4.25 O.A.T 231025 4.25 80 105 14,309 2023/10/25

   4.5 O.A.T 410425 4.5 50 82 11,140 2041/４/25

 オランダ 国債証券 2.25 NETH GOVT 220715 2.25 40 45 6,214 2022/７/15

 スペイン 国債証券 4.5 SPAIN GOVT 180131 4.5 200 223 30,238 2018/１/31

   4.7 SPAIN GOVT 410730 4.7 260 348 47,150 2041/７/30

   5.4 SPAIN GOVT 230131 5.4 450 588 79,615 2023/１/31

   5.9 SPAIN GOVT 260730 5.9 300 423 57,330 2026/７/30

 ベルギー 国債証券 4 BEL GOVT 220328 4.0 100 126 17,098 2022/３/28

   4.25 BEL GOVT 410328 4.25 60 95 12,927 2041/３/28

 アイルランド 国債証券 2.4 IRISH GOVT 300515 2.4 200 218 29,575 2030/５/15

   3.4 IRISH GOVT 240318 3.4 500 598 80,979 2024/３/18

   4.5 IRISH GOVT 200418 4.5 200 240 32,497 2020/４/18

小 計 668,034  

イギリス 千イギリスポンド 千イギリスポンド   

  国債証券 1.75 GILT 220907 1.75 150 154 27,317 2022/９/７

   3.25 GILT 440122 3.25 260 316 55,933 2044/１/22

   4.5 GILT 190307 4.5 250 286 50,677 2019/３/７

小 計 133,928  

スウェーデン 千スウェーデンクローネ 千スウェーデンクローネ   

  国債証券 3.5 SWD GOVT 390330 3.5 100 143 2,052 2039/３/30

   4.25 SWD GOVT 190312 4.25 300 351 5,046 2019/３/12 
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銘         柄 

当 期 末 

利  率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日
外貨建金額 邦貨換算金額 

スウェーデン ％ 千スウェーデンクローネ 千スウェーデンクローネ 千円  

  国債証券 5 SWD GOVT 201201 5.0 200 254 3,646 2020/12/１

小 計 10,744  

ノルウェー 千ノルウェークローネ 千ノルウェークローネ   

  国債証券 2 NORWE GOVT 230524 2.0 130 136 2,096 2023/５/24

   3.75 NORWE GOVT 210525 3.75 100 116 1,777 2021/５/25

小 計 3,874  

オーストラリア 千オーストラリアドル 千オーストラリアドル   

  国債証券 2.75 AUST GOVT 240421 2.75 1,100 1,111 106,465 2024/４/21

   3.25 AUST GOVT 290421 3.25 1,050 1,094 104,875 2029/４/21

   4.5 AUST GOVT 200415 4.5 300 332 31,852 2020/４/15

   4.75 AUST GOVT 151021 4.75 500 508 48,757 2015/10/21

   5.5 AUST GOVT 230421 5.5 400 487 46,677 2023/４/21

   5.75 AUST GOVT 210515 5.75 700 837 80,215 2021/５/15

   5.75 AUST GOVT 220715 5.75 650 793 76,061 2022/７/15

小 計 494,905  

ニュージーランド 千ニュージーランドドル 千ニュージーランドドル   

  国債証券 5.5 NZ GOVT 230415 5.5 400 457 41,615 2023/４/15

   6 NZ GOVT 171215 6.0 50 53 4,861 2017/12/15

   6 NZ GOVT 210515 6.0 550 628 57,152 2021/５/15

小 計 103,629  

シンガポール 千シンガポールドル 千シンガポールドル   

  国債証券 2.5 SINGAPORGOVT 190601 2.5 100 105 9,253 2019/６/１

   2.75 SINGAPORGOVT 420401 2.75 230 239 21,060 2042/４/１

   2.875SINGAPORGOVT 150701 2.875 100 101 8,874 2015/７/１

   3 SINGAPORGOVT 240901 3.0 100 109 9,579 2024/９/１

   3.25 SINGAPORGOVT 200901 3.25 450 490 43,078 2020/９/１

   3.5 SINGAPORGOVT 270301 3.5 120 136 12,028 2027/３/１

   3.75 SINGAPORGOVT 160901 3.75 350 367 32,294 2016/９/１

小 計 136,169  

合 計 2,561,718  
 
（注）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

 

○投資信託財産の構成 (2015年１月16日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 
 千円 ％
公社債 2,561,718 92.3
コール・ローン等、その他 215,197 7.7
投資信託財産総額 2,776,915 100.0
 
（注）期末における外貨建純資産（2,646,993千円）の投資信託財産総額（2,776,915千円）に対する比率は95.3%です。 
（注）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レート

は以下の通りです。 
 
１アメリカドル=116.44円 １カナダドル=97.20円 １ユーロ=135.35円 １イギリスポンド=176.66円

１スイスフラン=136.35円 １スウェーデンクローネ=14.34円 １ノルウェークローネ=15.32円 １オーストラリアドル=95.80円

１ニュージーランドドル=91.00円 １シンガポールドル=87.81円   
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2015年１月16日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 2,786,491,768  

 コール・ローン等 62,944,308  

 公社債(評価額) 2,561,718,864  

 未収入金 131,871,428  

 未収利息 21,334,629  

 前払費用 8,622,539  

(B) 負債 140,915,830  

 未払金 127,915,830  

 未払解約金 13,000,000  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,645,575,938  

 元本 1,777,502,374  

 次期繰越損益金 868,073,564  

(D) 受益権総口数 1,777,502,374口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,884円
 
＜注記事項＞ 
①期首元本額 2,509,720,906円
 期中追加設定元本額 7,205,120円
 期中一部解約元本額 739,423,652円

○損益の状況 (2014年１月17日～2015年１月16日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 109,047,339  

 受取利息 109,047,339  

(B) 有価証券売買損益 326,838,605  

 売買益 398,236,876  

 売買損 △ 71,398,271  

(C) 保管費用等 △  1,529,083  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 434,356,861  

(E) 前期繰越損益金 697,498,171  

(F) 追加信託差損益金 2,794,880  

(G) 解約差損益金 △266,576,348  

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 868,073,564  

 次期繰越損益金(Ｈ) 868,073,564  
 
（注）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。 
（注）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
（注）(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。 
 

②期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額） 
 グローバル・ボンド・ベーシック（毎月決算型） 1,777,502,374円 
 

[ お 知 ら せ ] 
①書面決議を行う場合の受益者数要件の撤廃を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
②併合手続要件の緩和を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
③買取請求の一部適用除外を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
④新たに発行可能となる新投資口予約権を投資の対象とする有価証券に追加し信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
⑤デリバティブ取引等のリスク量計算を規格化し、定量的に規制する旨を信託約款に記載し、所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
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ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ (ＪＰＹ) 

＜参考＞投資する投資信託証券およびその概要 

フ ァ ン ド 名 ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ（ＪＰＹ） 

主な投資対象 新興国の現地通貨建ての国債、政府保証債、政府機関債、国際機関債等のソブリン債
（州政府債も含む）およびその派生商品等 

投 資 態 度 ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円ベース）（この概要に
おいて以下「ベンチマーク」といいます。）を上回る投資成果をめざします。 
原則として為替ヘッジは行いません。 

主な投資制限 ・原則として、新興経済国において流通するソブリン債およびその派生商品の組み入れ
を高位に保ちます。 

・各通貨別の投資比率は、原則としてベンチマークに対して±10％以内を維持します。 

決 算 日 原則として毎年２月末日 

分 配 方 針 原則として、毎月経費控除後の利子収益および売買益より分配を行う方針です。ただ
し、適正な分配水準を維持するために必要と認められる場合は、分配原資をこれらに限
定しません。 
なお、分配原資が少額の場合は、分配を行わないことがあります。 
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ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ (ＪＰＹ) 

 運用計算書、純資産変動計算書、投資有価証券明細表はPIMCO Cayman Trust  Annual Report 
February 28.2014版から抜粋して作成しています。 
 

（1）運用計算書 
 （2013年３月１日～2014年２月28日） 
 ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ (ＪＰＹ) 
 

  
 
 
 

 

ピムコ ケイマン         
エ マ ー ジ ン グ         
ローカル ボンド 
ファンド Ｊ (JPY) 

     千米ドル 
  投資収入：     
  受取利息（外国税額控除後）*   689 
  雑収入   0 
   収入合計   689 

  
 
費用： 

   

  支払利息   0 
   費用合計   0 
      
  投資純収入   689 
      
  実現純利益(損失)：    
  投資有価証券（外国税額控除後）*   61 
  為替取引、中央清算金融派生商品   9 
  店頭金融派生商品   (142)
  外貨   12 
   実現純利益（損失）   (60)
      
  未実現純利益(損失)の純変動：    
  投資有価証券（外国税額控除後）   (1,872)
  為替取引、中央清算金融派生商品   (5)
  店頭金融派生商品   (265)
  外貨建資産および負債の換算に係る外貨   (2)
   未実現評価益（評価損）の純変動   (2,144)
  純利益（損失）   (2,204)
      
  運用による純資産の純増（減）額   (1,515)
      
  *外国源泉課税額   35 
(注１) データ提供元：ピムコジャパンリミテッド 
(注２) 現時点で入手し得る直近の決算期分を掲載しています。 
(注３) 各項目ごとに千米ドル未満は四捨五入してあります。 
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ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ (ＪＰＹ) 

（2）純資産変動計算書 
 （2013年３月１日～2014年２月28日） 
 ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ（ＪＰＹ） 
 

  
 
 
 

 

ピムコ ケイマン         
エ マ ー ジ ン グ         
ローカル ボンド 
ファンド Ｊ (JPY) 

     千米ドル 

  
純資産の増加（減少）： 
運用： 

    

  投資純収入   689 
  実現純利益（損失）   (60)
  未実現評価益（評価損）の純変動   (2,144)
  運用による純資産の純増（減）額   (1,515)

  
 
分配： 

   

  分配金額合計   (1,002)

      

  
 
ファンドユニット取引： 

   

  ファンドユニット取引による純資産の純増（減）額   (3,143)
      
  純資産の増（減）額合計   (5,660)

      
  純資産：    
  期首   15,698 
  期末   10,038 
(注１) データ提供元：ピムコジャパンリミテッド 
(注２) 現時点で入手し得る直近の決算期分を掲載しています。 
(注３) 各項目ごとに千米ドル未満は四捨五入してあります。 
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ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ (ＪＰＹ) 

(3)投資有価証券明細表(the Schedule of Investments) 
 ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ (ＪＰＹ) 
 (2014年２月28日現在) 
 

額面金額 
(単位：千) 

時価 
(単位：千) 

額面金額
(単位：千)

時価 
(単位：千)

額面金額 
(単位：千) 

時価 
(単位：千) 
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ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ (ＪＰＹ) 

 額面金額 
(単位：千) 

時価 
(単位：千) 

 
 

取引相手 

 
 

貸出金利 

 
 

決済日 

 
 

満期日 

 
 

額面金額

 
 

担保債権

 
 

担保受取価値

 
 

レポ価値 

 
レポ証拠金の 

受取(1) 
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ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ (ＪＰＹ) 

 

 
 

取引相手 

 
レポ証拠金の 

受取 

 
 

リバースレポ

 
 

買戻取引

 
 

空売り 

合計借入れ
その他 

金融取引

 
担保の(受入れ) 

差入れ 

 
ネットエクス 
ポージャー(2) 

 
 

銘柄 

 
 

種類

 
 

限月

 
 

契約数

 
 

未実現評価損 資産 負債 

 
 

変動証拠金 

資産 

 
変動金利の 
支払/受取 

 
 

変動金利インデックス 

 
 

固定金利

 
 

満期日

 
 

想定元本

 
 

市場価格

 
 

未実現評価損 負債 

 
 

変動証拠金 

 
買いオプション 

 
市場価格 

 
先物

 
スワップ

 
合計

 
変動証拠金資産 

 
金融派生商品資産 

 
売りオプション

 
市場価格 

 
先物

 
スワップ 

 
合計 

 
変動証拠金負債 

 
金融派生商品負債 

 
 

取引相手 

 
 

決済月 

 
 

受渡し通貨 

 
 

受取通貨 資産 負債 

未実現評価(損)益 
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ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ (ＪＰＹ) 

  
 

取引相手 

 
 

決済月 

 
 

受渡し通貨 

 
 

受取通貨 資産 負債 

未実現評価(損)益 
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ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ (ＪＰＹ) 

  
 

取引相手 

 
 

決済月 

 
 

受渡し通貨 

 
 

受取通貨 資産 負債 

未実現評価(損)益 
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ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ (ＪＰＹ) 

  
 

取引相手 

 
 

決済月 

 
 

受渡し通貨 

 
 

受取通貨 資産 負債 

未実現評価(損)益 

 
取引相手 

 
銘柄 

 
変動金利インデックス 

変動金利の
支払/受取 

 
行使金利

 
行使期限

 
想定元本

 
コスト 

 
市場価格 

 
取引相手 

 
銘柄 

 
行使期限

 
想定元本

 
コスト 

 
市場価格 

 
行使価格

 
取引相手 

 
銘柄 

 
変動金利インデックス 

変動金利の
支払/受取 

 
行使金利

 
行使期限

 
想定元本

プレミアム 
(受取) 

 
市場価格 

 
取引相手 

 
銘柄 

 
行使期限

 
想定元本

プレミアム 
(受取) 

 
市場価格 

 
行使価格

ドル建て 
想定元本 

円建て 
想定元本 

 
プレミアム
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ピムコ ケイマン エマージング ローカル ボンド ファンド Ｊ (ＪＰＹ) 

 
 
 
 
 

 
 

取引相手 

 
 

参照債券 

 
 

固定受取金利

 
 

満期日

2014年2月28日時点の
インプライド 

クレジット スプレッド(2)

 
 

想定元本(3)

 
プレミアム

支払 

 
未実現
評価益 資産 負債 

スワップの価値 

 
 

取引相手 

 
変動金利の 
支払/受取 

 
 
変動金利インデックス 

 
 

固定金利

 
 

満期日

 
 

想定元本

 
プレミアム
支払(受取)

 
未実現 

評価(損)益 資産 負債 

スワップの価値 
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